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報告事項(1:）

千葉市文化部活動ガイドライン
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教育指導課
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＜参考･引用文献＞ ‘ ･ l．

．「文化部活動の在り方に関する総合的なガイ｢文化部活動の在り方に関する総合的なガイドラインの策定及び

文化部活動の適切な運営に係る取組の徹底について(依頼)」（

｢文化部活動の在り方に関する総合的なガイ職ライルンル(平成30

文化部活動の適切な運営に係る取組の徹底について(依頼)」（平成30年12≦月文化庁）

｢文化部活動の在り方に関する総合的なガf職ライルンル(平成30;年12月文化庁)
“ ．‘ α 1 % ” ．

｢千葉市運動部活動ガイドライン』（平成30年’7月千葉市教育委員会学校教育部保健体育課）

～
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千葉市文化部活動ガイドライン

ガイドライン策定の経緯

○部活動についてはその在り方に関する近年の様々な議論を踏まえ､平成30年7月、「千葉市

運動部活動ガイドライン」が策定された。運動部ガイドラインの策定に際しては､部活動全体

に関わる課題を中心に検討が進められたが､スポーツ固有の課題も含めて議論が行われたこと

を踏まえ､運動部ガイドラインにおいては運動部活動を対象とすることとされた。一方、文化

部活動(注1）については､運動部ガイドラインの策定に際して発出された｢千葉市運動部活

動ガイドラインjの策定について（通知)』において､「千葉市教育委員会では、当面、刻上部

活動に関しても､文侭部活動の特性を踏まえつつ､本ガイドラインに準じた取り扱い｣を依頼

しているところである。 ミ
○このような経緯を踏まえ､平成30年12月に文化庁から「文化部活動の在り方に関する総

合的なガイ糠ライン｣が提示されたことから、本市においても､国のガｲﾗｲﾝ及び;『雫葉

市運動部活動がf職ライン』､に則り、「千葉市文化部活動ガイドライン』を策定L､部活動全般

，の在り方について留意しつつ、文化部活動の特性を踏まえながら､生徒のバランスのどれた心

湧の成長を促し､:．充実し‘た学校生活を送ることができるようにするとともに、生涯にわたって
。 、入 ： ；． . 、 、『 ､ ,． ，．、 、 ： 、

幅猿い活動謹崇現該るための資質・能力の育成を図る。 ツ
. ‘ ， ‘ ､ ' 者: " ､･ 鼻ﾇｮ。 ､ ?､.､計 、 : ､ 、 篭. 噌息, ‘“

(注”"‘:いわ嬢る文繼部活動については芸術文化を目的とするもの以外に職生活文侭自然；

ゞ？』《 ■1群も1，慈蕊蕊｡蕊三ﾗﾝﾃｨ蕊趣味等の活動似下睦鰄花等毒活動を崎:》?を稼衾ヘ
ミ 、 i ,『 ’ …％ -!;":‘蝋蕊｡‘鷲,J ゞ ･"､;品: ､ 。 ＝ ‐ ， " ， …：ル " ‘： ‐ … ､ "‘． L, ･ …＊

‘￥篭のな薯も猿広く含まれうるものと一般に捉えられており､:ま愈本ガｲﾙ&ド濠インに鑑転じ〆
宰 一 ・ ， ；： ‘ 嘩 己 J

":iで運動認ガ兼総ラ雫ンが策定されていることから､本ガイドラインの対象と或る部活動を『運

f ■融鐵割蜘嘩か都話動ﾙど陰､以痕｢文化部活動と表記する･尽"〆 ”■〆

孔ガイ膿謬f亥策定”趣冒､》 〆 "｛よ : 〆“ …, ．”“
．： ” ‐， : , ：

部涛動賦ズボﾆﾂ簿女心燕睾等､生徒が自分の興味息関心に応じて自宝瞼も自発的に活動

する無式筆蕊讓ゐ滝圭幸萱憾蓮帯感の酒養､互いに協力し合って友情を深める瀧肇好垂
” 、 、 ‐ ‘ ：､。‘》,， ．． {〃 〈 ､皐亀 ‘ ・・ ・ ・‘ 、 、 ．： ･ ， ． 、 ． 』 ‘ ： ．､ 『 ・ ゞ

しい人間関係の形成等腫資するものである． ←γ 。 塩 ！

““蕊睦“た毒だって芸術文化等の活動に親しむ基礎を形成幸講菱惹”
ものであるが{’分野や漉動目的も生徒のニーズ、指導者や顧問の関わり方､活動頻度や活動時間

など極めて多様である｡ :
『運動部ガイドライン」では､スポーツ医・科学の観点を含め検討が進められ、休養日及び活

動時間について基準を示したところである。一方、多様な文化部活動については、スポーツ医・

科学といった一律の観点でその活動の内容を評価することは難しいが、いかなる部活動について
鳶 ’

も長時間の活動は精神的･体力的な負担を伴い､また望ましい生活習慣の確立の観点からも課題が

あるものであり、生徒のバランスのとれた生活や成長に配慮し、一定の休息をとりながら進めら

れるべきである。

部活動については、運動部活動・文化部活動を通じて考えるべき課題や、それぞれの特性を踏

まえて検討すべき課題があるが、多くの学校が運動部活動と文化部活動の区別をすることなく、

部活動全体を通じた方針として策定し、運用を開始している。

１
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このような状況を踏まえた上で、「千葉市運動部活動ガイドライン」に定めた内容をベースとし

て「千葉市文化部活動ガイドライン」を策定し、生徒のバランスのとれた心身の成長を促し、充

実した学校生活を送ることができるようにするとともに、生涯にわたって幅広い活動を実現する

ための資質・能力の育成を図る。

2文化部活動の学校教育における位置付け及び意義

(1)学校教育における位置付け ”
文化部活動は学校教育の一環として、芸術文化等の活動に興味・関心のある同好の生徒の、

自主的・自発的な参加により:行われ､顧織の指導の下、多様な学びの場として、豊かな学校生

活を実現させる役割を果たして:いると考えられる。

（2）文化部活動の意義

○生涯にわたって芸術文化等の活動に親しむ基礎を形成し、バランスのとれた心身の成長と

学校生活を送る｡

○芸術文化等の活動に親しみ、多様な表現や鑑賞の活動等を通して豊かな心や創造性の酒養

を目指す｡

○自主性、協調性､;責任感、連誇感な篭を育成する。

○自己の能力や個惟の確認努力によ毒達成感充実感をもたらす。
○互いに競い、励ましゞ協力する中で猿情を深めるとともに、学級や学年を離蹴て仲間や指

‘ ･ ‘ ' ﾐ ｫ ｨ 鷺 ‘･嘗・．，;1 ､' 一‘ 、 ‘

導者と密接に触れ合うことに鋲:り学級鯨とは異なる人間関係の形成につながる。

このよう膳文化部活動ば､,各学桟の教育課程での取組とあいまって、学校教育が目指す生

きる力の育成を実現させる役熱左果たじていると考えられる。また、大会等で優秀な成績を収

めることのみを重捜し､避重な練習を強いることがないようにすること､健全な心と身体を塔
ノ， ､ ’ ’ ．.” 、 ： ‘

い､豊かな火間性を誉むためのバランスのとれた運営と指導が求められている。
。"｡；： 、 ･ ･ ; [ ･ :霞‘ ‘

さらに、生徒への指導は、学校の教育濡動全体を通じて行われるものであり､文化部活動も
､』 . ､： . # j,. ‘

そのうちのひとつである。文化部活動について､Ⅲ学校は、学校教育目標の具現化を図るため、

全職員の共通理解･協力体制のもと､言次の点に配慮した運営にあたることが重要である。
； ､ ． '． ｡

○職員会議等において､全職員が文化部活動の意義を理解するとともに、情報を共有し、学
、 ‘ ．． 、 、:鯵 ．;i

級担任と顧問や指導員、また、顧問同士が相互に理解･支援し合うなど、組織的に取り組む

ことが大切である。

○部活動を通した生徒理解に努めるとともに、発達段階に応じて、能力や適性を見極め、そ

の都度､心身の健康状態を確認した上で、個に応じた指導を心がけることが大切である。

○保護者や関係団体等との連携を図りながら部活動を活性化させるとともに、外部指導者や

部活動指導員の積極的な活用等を通じて、地域に信頼される学校づくりを進めるこ､とが大切

である。

3文化部活動の在り方に関する方針

（1）本方針の扱い

本ガイドラインは、義務教育である中学校段階（特別支援学校中学部を含む｡）を主な対象と

する。

』
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なお、本ガイドラインの基本的な考え方は、学校の種類に関わらず該当するものであること

から、高等学校段階の文化部活動についても本ガイドラインを原則として適用する。その際､

中学校教育の基礎の上に､各学校の教育目標や教育課程における特色等に応じた多様な教育が

行われている点に留意する。

また、小学校でも、学校教育の一環として行われるものについては、児童の発達の段階や教

師の勤務負担軽減の観点を十分に考慮し、休養日や活動時間を適切に設定する必要がある。

（2）適切な運営のための体制整備

ア‘方針の策定

校長は､本ガイドラインに則り､毎年度､「学校の文化部活動に係る活動方針』を策定し､：

年度始めに部活動保護者会等で周知する。また､､文化部活動顧問が作成した、年間の活動;

計画艤動日､休養日及び参加予定大会日程等);並びに、毎月の濡動計画及び活動実績《活

, 動圖時f場所､撒養日及び大会参加日等）のうち、活動計画を学狡の活動方針とともに公

表す遥奪

イ:掻導総識の構築：

: ■蕊琴壜今ば患学校の実態に応じて部活動指導員伽)を錨的に任胤,学校に醗置
〃芯惑さ甑活動指蟻員につい,ては原則として$部はある力溥門鋤な指導戯できる顧問がい､

主慰録錘藝を担当する顧問の指導経験が浅い識に配置這る垂”ろ”と海。
！" ： 。 …… ，

jパ(藤磁鐡識年加､" f :f,*=f『■ ､い〃 ■＆〆f;？■ 、、？』？…『 『"■:"r〆"〃■
‘｡＃‐淺抵蛎導する:刻上活動等に係る専闘的な知識感技能のみならず怠学稜教誉に関渉謬帝

､J職琴蕊篝演総と鵡圭ともに.部活動指導員の職能圭減""""塞集海
忽燕13室■ ■ ■ル ノ j ■、#

j評蕊撫菫頚雪耀雪欝駕鰯慧蕊 鼈
噌評…を榊口なが＝教彙嘩が過度にな"い季毒趣鎧…をミ

q t

※紗蹴活動擢導員はん校長の監督を受眺平岡及び土日の校内にお賊る実按指導､"塗駕の
茨封騨害試合の実技指導等を行う＆校長ば部活動指導員に部活動の顧海を命嫁るごと；

f術溌譲るい，:､ ､ 〆 。． ‘： 、… ”
蕊2:『櫛簿:'『学校における働き方改革Iご関する緊急対策J平成29;::年狸月26:日文部科学大
: ;: ｡; "､::(:'臣決定， ~ Y ，
" ②： 『学校における働き方改革に関する緊急対策の策定並びに学校における業務改善

及び勤務時間管理等に係る取組の徹底について｣平成30年2月9日付け29文科初
第14諏号

(3)；効果的な活動の推進

ア適切な指導

校長及び文化部活動の指導者は､文化部活動の実施に当たり､生徒の心身の健康管理(障

害・外傷の予防やバランスのとれた学校生活への配慮等を含む)､事故防止〈活動場所にお

ける施設･設備の点検や活動における安全対策等）を徹底する。

文化部活動の指導者は、生徒のバランスのとれた健全な成長の確保の観点から休養を適

切に取ることが必要であること、また、過度の活動が生徒の心身に負担を与え、文化部活

動以外の様々な活動に参加する機会を奪うこと等を正しく理解するとともに､生徒の芸術

文化等の能力向上や、生涯を通じて芸術文化等に親しむ基礎を培うことができるよう、生

－3‐
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徒とコミュニケーションを十分に図り、生徒がバーンアウトすることなく技能等の向上や

大会等での好成績などそれぞれの目標を達成できるよう、分野の特性等を踏まえた合理的

でかつ効率的･効果的なトレーニングの積極的な導入等により、休養を適切に取りつつ、短

時間で効果が得られる指導を行う。

また、専門的知見を有する保健体育担当の教師や養護教諭等と連携・協力し､発達の個

人差や成長期における体と心の状況等に関する正しい知識を得た上で指導を行う。

イ体罰の根絶等

過度な活動や行き過ぎた指導に陥ることのないよう、 日頃から十分注意するとともに､

言葉の暴力を含む体罰の根絶を徹底する。また、パワ\－ハラスメントやセクシャルハラス

メントによって生徒の八幡や尊厳を不当に傷つけることがないよう併せて配慮する6

(4):適切な併護日等の設定

ア適切な活動時間等

文化部活動における休養日及び活動時間については、成長期にある生徒が教育課程内の

活動部活動学狡外の活軌食事、休養及び睡眠等の:生活時間のバランスのとれた生活

（※3)，を送ることができるよう､､以下を基準とする｡ゞ

P

奈適切な活動時間

イ地域や学校の実態を踏まえた工夫
． 、 ′ f 、 ≠ ，。：

:休養日及び活動時間等の設定については、地域や学校の実態を踏まえた工夫として､’､定

期試諭後の一宝期間雲各部共通､学校全体の休養日を設けることや､週間〈月間､年
間単位での活動頻度･時間の目安を定めることも考えられる。

？

※3学校教育法施行規則に定められている中学校の各学年の年間標準授業時数を、学習指
導要領に示された年間の授業週数に照らして1週間あたりに換算すると､ 1週間あたり
の授業時数は29単位時間.(24時間10分）である。一方、スポーツ庁「平成29年度
運動部活動等に関する実態調査」によれば､中学校の文化部活動の1週間の活動時間が
「14時間を超える」と回答した生徒の割合は全体の42.0％、「21時間を超える」と回
答した生徒の割合は全体の21:7%であり､学校の教育活動の中心である教育課程内の活
動と比して、部活動の時間がそれに匹敵する程度に長時間になってしまうことば、生徒
の負担等の観点から適切ではないと考えられる。こうしたことを踏まえて、本ガイドラ
インでは、 1週間あたり長くとも11時間程度となる文化部活動の活動時間の基準を定
めた（平日は少なくとも1日、週末は少なくとも1日以上を休養日とし、 1日の活動時
間は長くとも平日では2時間程度、休業日は3時間程度を基準とする｡)。

い
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（5）生徒のニーズを踏まえた環境の整備

ア生徒のニーズを踏まえた文化部活動の設置

校長は、部活動が生徒の自主的、 自発的な参加に基づくものであり、現在の文化部活動

が､性別や障害の有無を問わず、生徒の多様な潜在的なニーズに必ずしも応えられていな

いことを踏まえ、技能等の向上や大会等での好成績以外にも、友達と楽しめる．適度な頻

度で行える等、生徒が参加しやすいような多様なレベルや生徒の多犠なニーズに応じた活

動を行うことができる文化部活動を設置する。

具体的な例としては、より多くの生徒の芸術文化等の活動の機会を-創鎚することができ

るよう、季節ごとに異なる活動を行う部や、大会志向でなくレクリエーション志向で行う

活動等､生徒が楽しく芸術文化等の活動に親しむ動機付けになるものが考えられる。 ”

教育委員会は､少子化に伴い、単一の学校では特定の分野の剣上部活動を設けることが

、できない場合には、生徒の部活動参加の機会が損なわれることがないよう轍複数校の生徒

”による会同部活動等の取組を推進する。

＝イ:地域との連携等

…教育委員会及び校長は、家庭の経済状況にかかわらず、生徒が雲術文化等の活動I蔭親し
墨 ､ r1 q ぜん ■ ご

〈》蛾誉蚕充実する観点から､学校や地域の実態に応じて､地域の人々の協嫁や雛慧購や公
好授蝋美術鐺"博物館などの社会教育施設､劇場､音楽堂等の剣蠅設の活溺韓蓋術文化
)■潤細綴社会鑑関係園体等の各種団体との連携､擁護考の蕊癖三鰯か民闘舞考め

､-"綴： 、鰐‘‘評" ‐ ザム．: ， 。： ‘ ：〆 〆 、 ； － 、 “・ I ” ‘ ‐ . ､.墓 、:E~'#"f$rj
．" §1涜用等による､学狡と地域が共に子供を育てるという視点に立づた､学綾ど地域が協働･ゞ

, ′ !､ j､ ． 、 ~： ‘

■ i%撤合じ耀形壱の遮域におげる持続可能な芸術文化等の活動のためぬ環境整備を進鐘惑識ヵ

／

〆

_〆
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4"学校没び顧問の役割 ゞ “か、ゞ

(”唐溌標及び活動計画の作成 ～ ＆"■ ｡￥工・ j , 、 ￥ ; 、 鷺 "〆 、 ” 、 〆

:"文化部活動は､:生徒が生涯にわたつ:て芸術文化等の活動に親しむ基礎を形成し､（;ラ津ス砂
："：．‘ ､｡ "《 ‘ ， 、 ￥‐ 、 〉 j , ‐ …"， ？ ‘

どれた心身の成長を促すうえで大変意義のあるものである。生徒の自主的》?嵐発的な参加によ
、ゞ 了

る迄とを踏まえ顧溺及び部活動指導員の一方的な方針により活動するのではな;常』､､:生捷の意

見や二簔琴塗把握唯“活動計画の作成に当たることが必妻である:蕊蕊毒塞尋
た活動ができるようにするため､入部の際や年度始めの保護着会等において部溌勤め経鶯方針

. r ; :J ' ｣ ' 、

や蔵駕練習内容､年間計画ず必要経費等の説明を丁寧に行い、保護者等の理解をあらが感Ⅷめ

得ることが大切である。さらに､活動をとおして生徒の意見等を把握する中で､適宜目標’

計画等を見直し、よりよい部活動経営に努める。活動計画を作成するに当たっては、年間を見

通し参加する大会等を精査し、明確にするとともに、月毎に､活動計画(休養日が分かるもの)

及び活動実績を校長に提出する｡

（2）運営上の留慧事項

部活動の運営に当たっては、生徒が主体的、意欲的に取り組むことができるよう雰囲気づく

りや心理面での指導の工夫、安心して活動できる環境を整備することが大切である。生徒の良

いところを見付けて伸ばしていく肯定的な指導や叱ること等を場面に応じて適切に行っていく

ことが望まれる｡また、顧問及び部活動指導員の感情により指導内容や方法が左右されないよ

う注意し、生徒の心理面を考慮しつつ、肯定的な声かけや励まし等を行いながら、生徒の良さ

を引き出す工夫も必要である。そのためには、生徒の活動状況をよく観察し、 日頃から指導に

５
８



当たる上での情報の収集に努める必要もある。また、厳しい指導と適切なフォローを加えた指

導をすることにより､指導者と生徒の信頼関係づくりにも留意する。

文化部活動は複数の学年が参加することや同一学年でも異なる学級の生徒が参加する活動で

あり、望ましい人間関係の育成が求められる。顧問及び部活動指導員は、生徒のリーダー的な

資質能力の育成とともに、協調性、責任感の酒養等の望ましい人間関係や人権感覚の育成、生

徒への目配り等により、上級生による暴力行為やいじめ等の発生の防止を含めた適切な集団づ

くりに留意することが必要である。

（3）保護者との連携
鳶

部活動は､，保護巻や地域の方々の理解や協力のもとに成り立つものでもあることから､､年度

始めの保護者会等で､学校全体の目標や方針、各部の目標や方針、計画等について積櫛的に説

明し、理解を得ることが大切である。

また息繊:韻の購入や大会等への参加費の徴収など金銭に関わることについて賎事前に校長

の許可を得るとともに､会計報告等の作成により保護者への説明を丁寧に行う必要があまaま

た&領収書等の保管についても､学校としてルールを設け､"適切に対応することによⅨ説明

責任を果たせるようにする｡

(灘》けが瀞琴撒の防止

、刻瞳郡藩動での潅動においても､,けがや事眺熱中症(※4)等が発生することがあるため.各

生徒の安全議第一に考え､活動中はもちろん、用具の準猿等も含め、事故の未然防止と事故発
, , #"-":"､ ，

盤礒錨憲心た誌応までも万全の体制づくりが必要であるよ ？ －℃
′ ミ．； ．． ‘ ， 、 、

篭導春感生樋或まだ自分の限界､心身への影響等について十分な知識や捜能をもっていな
§ 町 4 ﾛγ々 q Z 引 副 殉 ■ ■ 3 ■

:い篭謹を前提達して､､生徒の発達段階や、技能の習得状況を把握し、無理のない練習となるよ
． 、‘ J 、：

曇弩識臺拳津憾生徒の体調等の確認､関係の施設､設備､:用具等の定期的な安全礒認Ⅵ
鴬』? ． ､ ． . ､ ． ､ ． . .b器 ､ " ■ Jf

事鍍が起こつた場合の対処の仕方の確認．医療関係者等への連絡体制の整備に留意或ることが
， ‘ ′ ;典 、 ＊ …、 ’ §… ､ ;"” 、 1．" “ “ 、

懸婆恋ある獣噌- ;# : … ; 。
， ．､､ ． ?・・ ･I" :』 ．｡ . . ， ､ , ” ” ：

; ゞ刻瞳部謡動蝋顧問の教員は生徒の活動に立ち会いも直接指導することが原則である賦)や
"# - " (｡ . W,･:1 > . ｡･"F,:! :鷺,” ．、 .， … 、 ‘ ，．､… ： ,?鱒，

むを儲直蘂活動に立ち会えない場合には｡他の顧問の教員と連携､協ガすることや､Ⅲあらか
じめ顧問の教員と生徒の間で約束された安全面に子分に留意した内容や方法で活動することも

‘＆ ． ‐、 、 ､,､彦′ 熟､、 ： ‐ ‘ ・

部諾動日誌等により活動内容を把握すること等が必要であるもこのためにも､…日頃か笛生徒が
f ‘ ＆ ゞ、 ≦ 』

練習内容や芳泌■安全確保のための取組を考えたり、理解したりしておくことが大切である。
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※4 」『熱中症予防運動指針」（公益財団法人日本スポーツ協会）参照
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